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看護実践研究センター報告書 名古屋市立大学看護学部紀要 第14巻2015

Iは じ め に

平成26年10月28日 、名古屋市立大学は、基本理念や行

動指針となる 『名古屋市立大学憲章』を制定 した。同時

に、時代の変化に的確に対応 し、本学の強みを活か しな

が ら、本学の15年 後の明るい未来を築いてい くために

『名市大未来プラン』を策定 した。 これらのいずれにも

社会貢献の推進が謳われており、社会貢献活動は、大学

の大きな使命である。

名古屋市立大学看護学部における社会貢献活動は、看

護実践研究セ ンター(以 下、本セ ンター)を 中心として

行われている。本セ ンターの目的は、看護を通 じた地域

貢献の推進であり、大学病院看護部と協働 して、地域や

臨床現場の課題に即 した事業を企画 ・運営 している。具

体的な事業は、市民や保健医療福祉関連職種を対象とし

た講演会やセ ミナー、研究サポートなどであり、これ ら

は定着 しつつある。

本報告書では、看護学部教員および大学病院看護師の

協力を得て実施 した本年度の社会貢献事業の実績と今後

の課題を報告する。

II平 成26年 度事業報告

1.な ごや看護生涯学習セ ミナー

担当:渕 田英津子、内山綾子

「なごや看護生涯学習セ ミナー」は、愛知県内の保健

医療職者の専門性を高める機会を提供することで、地域

住民・名古屋市民へのサービス向上につながることを期

待 した事業である。本年度は、看護研究セ ミナー3件 、

看護実践セ ミナー3件 を開催 した。

1)事 業実施の経緯

時期 内 容

5月 テ ー マ お よ び セ ミナ ー担 当者 の募 集

6月

セ ミナ ー担 当者 と内容 の決 定 、 セ ミナ ー 日程 の

調 整

受 講 料 、 チ ラ シ、 受 講 カ ー ド、 受 講 証 明 書 、 ア

ンケ ー トの検 討

広 報 な ごや8月 号 へ の掲 載 依 頼

7月

名古屋市内の病院、介護老人保健施設、愛知県

内の保健所など142箇 所にチラシを発送

受講カー ドの発送方法を検討(メ ールとFAX)

受講証明書の発行方法の検討(申 し込み時に希

望の有無を確認)

8月 参加受付対応(患 者急変対応は希望者が多く抽

選を実施)

受講カー ドの発送(メ ール、FAX)
セ ミナー実施前に受講者 リス ト作成、講師に連

絡、領収書発行手続 きを事務に依頼、配布資料

とアンケー トの印刷を実施

セミナー終了後は、アンケートを集計 し随時報告

9月
看 護 研 究 い ろ は の 「い」 実 施(9/5、9/19)、

ア ンケ ー ト集 計

10月

看 護 研 究 い ろ は の 「ろ 」 実 施(10/18)、 ア ン

ケ ー ト集 計

看 護 研 究 い ろ は の 「は 」 実 施(10/18)、 ア ン

ケ ー ト集 計

敗 血 症 性 シ ョ ッ ク とARDS－ 病 態 理 解 か ら治

療 戦 略 まで －実 施(10/3、10/17、10/31)、 ア

ンケ ー ト集 計

11月
患 者 急 変 対 応 「何 か変 、 と思 った と き・・・ 」

実 施(11/15)、 ア ンケ ー ト集 計

12月

チ ー ム 医療 の質 と患 者 安 全 を 向上 させ る ノ ンテ

ク ニ カ ル ス キ ル 実 施(12/20)、 ア ン ケ ー ト集

計

2)事 業の実施状況

【看護研究セミナー】

(1)看護研究いろはの 「い」

講 師:山 田紀代美(名古屋市立大学看護学部・教授)

日 時:平 成26年9月5日 ・9月19日(金)、

18:30～20:30

場 所:名 古屋市立大学看護学部410講 義室

募集人数:30名

参 加 者:9月5日(金)24名 、9月19日(金)17名

参 加 費:2,000円

〈内 容〉

昨年同様に、今年も 「文献」を取 り上げ、2時 間の講

義を2回 実施 した。昨年度か らの変更点は、文献検討を

通 して今後の研究テーマに発展するように意図したこと、

実施日を一週間明けたことである。すなわち、一回目で

学んだ文献の読み方を自分自身で行い、二回目にそれを

講師と共に検討 し自分の力にするためである。

第一回 目の講義では、「文献の探 し方 と読み方」を主

に行った。始めに、研究の実施あるいは論文の構造にお

ける文献の位置づけを概観 した。続いて、各種の文献デー

タベースを紹介するとともに検索された文献の中か ら選

択する基準を明示 した。また、文献入手の リソースも紹

介 した。読み方については、論文を吟味 し研究の長所や

限界等を理解する方法である 「critique(ク リティーク)」

を説明 した。最後に、次週の検討に用いる論文を配布 し

て終了 した。



二回目は、文献検討の視点を記載 した資料を開始時に

配付 し、参加者の考えやグループワークの結果を記載す

る等の作業を交えて講義を進めた。分析の視点は、取り

上げたテーマの臨床における重要性、使用 している概念

及びその類似概念との違い等を中心に検討を深めた。研

究方法では、使用 している尺度の妥当性、「看護師の成

長」を捉えるための研究デザイ ンについて、さらに統計

解析結果の読み取 り方法、最後に本研究の課題等につい

て自身の意見を述べて終了 した。

受講者の感想は、実践的な内容で今後の研究を考えて

い く上で参考になった、テーマを決めるまでに何を しな

ければいけないかが分かったなど、肯定的な意見が多かっ

た。一方で、二回目の出席者が7割 程度に減少 したこと

は、講義内容と受講者の意図のずれあるいは講義内容を

難解と感 じた結果かもしれない。

本セ ミナーを実施 して思うことは、看護師の方々の研

究への熱意である。仕事終了後にさらに学ぼうとするそ

の姿勢にはこちらが大いに刺激を受けた。その熱意に答

えるために、私自身が難 しい内容をできるだけわかりや

す く教授できるよう、文献の選択方法に始まり教授方法

等について、今後も思索 していきたいと思う。

〈アンケー ト結果と課題〉

二回目の参加者17名 全員か ら回答があった(回 収率10

0%)。 参加者の概要は 「看護師」が15名(88.2%)、 「30

歳代」6名(35.3%)で あ り、 セ ミナー参加の動機 は

「自分の看護の レベル ・アップ」8名(47.1%)で あっ

た。セ ミナーの内容 ・講師の教え方 は 「よかった」「ど

ち らか といえばよか った」16名(94.1%)で あり、「実

践的な内容だったので、今後の研究を考えてい く上でと

ても参考になった」「分かりやすか ったが、文献を実際

に検討するのが難 しかった」などの意見からも好評であ

ることが示された。

一方、セ ミナーの日程が 「適切であった」「どちらか

といえば適切であった」10名(58.8%)で あり、「時間

を短 くして欲 しい」「土 日などの集中型の方が出席 しや

すい」などの意見から開催 日時の検討が課題である。ま

た、設定 された受講料について 「適 していると思 う」11

名(64.7%)、 「安いと思 う」4名(23.5%)で あり受講

料の検討 も課題である。

(2)看護研究いろはの 「ろ」

講 師:市 川誠一(名 古屋市立大学看護学部・教授)

日 時:平 成26年10月18日(土)、9:30～12:30

場 所:名 古屋市立大学看護学部情報処理室

募集人数:20名

参 加 者:20名

参 加 費:1,500円

〈内 容 〉

今 年 は 「看 護 研 究 い ろ はの 『は』」 が 開講 され、SPSS

を 用 い た統 計 分 析 を 中心 と した 講 習 が 行 わ れ る こ と と

な っ た。 これ まで の 「看 護 研 究 い ろ はの 『ろ』」 で 不 十

分 だ った と こ ろが 補 わ れ る こ と とな った の で 、 量 的 研 究

を 行 う にあ た って 基 本 とな る内 容 と して 、 ① 基 本 的 な 統

計 量 の 考 え 方 、 ② 調 査 を 実 施 す るプ ロセ ス と した 。

① 基 本 的 な 統 計 量 の 考 え 方(パ ワ ー ポイ ン ト資 料 に よ る

講 義)

(i)標本 サ ンプ リ ングが 研 究 結 果 に及 ぼ す 影 響

量 的調 査 を行 うに あ た って、 調 査 集 団 の と らえ方 、

調 査 対 象 者 の 選 定 、 調 査 対 象 者 数 、 回 収 率 の 意 味 、

回 収 率 に及 ぼ す 要 因 、 調 査 を 実 施 す る にあ た って の

留 意 点 、 な どを 説 明 した 。

(ii)基本 統 計 量

数量 デ ー タの 取 り扱 い と して、 平 均 値、 標 準 偏差 、

中 央値 、 最 頻 値、 度 数 分布 、 正 規 分 布、 棄 却 限 界法 、

「ば らつ き」 が 発 生 す る原 因 な ど に つ い て 、 例 を 用

い て 説 明 した 。 また 、 名 義 尺 度 、 順 序 尺 度 、 間 隔 尺

度 、 比 率 尺 度 を 解 説 した 。

② 調 査 を 実 施 す るプ ロセ ス(エ クセ ル を 用 いた 事 例 デ ー

タ に よ る演 習)

この 時 間 で は、 質 問 紙 調 査 を 想 定 し、 そ の 手 順 にあ

わ せ て 、 対 象 集 団 に ア クセ スす る方 法 、 対 象 者 の 参 加

率 の 予 測 、 調 査 項 目の 作 成 、 分 析 ・解 析 方 法 の 検 討 、

依 頼 状 の 作 成 、 パ イ ロ ッ ト調 査 な どを 取 り上 げて 説 明

した 。 次 い で 、 調 査 実 施 、 デ ー タ収 集 、 分 析 の プ ロ セ

ス につ い て 、 特 に調 査 票 の 回 収 とデ ー タ ・ク リー ニ ン

グ、 デ ー タ ・コ ーデ ィ ング(コ ーデ ィ ング マ ニ ュ アル

の 作 成)、 デ ー タ の ダ ブル エ ン ト リー と入 力 ミス を 発

見 す る方 法 につ いて 、 あ らか じめ 用 意 した エ ク セル ・

デ ー タを 用 いて 演 習 した 。

以 上 の 講 義 と演 習 は、 次 のSPSSを 用 い た集 計 ・分

析 の 準 備 と して 位 置 付 けて 行 った 。 デ ー タ ・コ ー デ ィ

ングや エ ク セル へ の 入 力 方 法 の 実 際 は質 問 紙 調 査 を 計

画 して い る受 講 生 や これ か ら分 析 を 実 施 す る受 講 生 か

ら今 後 の 研 究 に生 か せ る と い う意 見 が あ げ られ た。

〈ア ンケ ー ト結 果 と課 題 〉

参 加 者20名 の うち 、18名 か ら回 答 が あ っ た(回 収 率

90.0%)。 参 加 者 の 概 要 は 「看 護 師 」 が15名(83.3%)、

「30歳 代 」6名(33.3%)で あ り、 セ ミナ ー 参 加 の動 機

は 「自分 の 看 護 の レベ ル ・ア ップ」 「新 しい知 識 を得 る」

が 各6名(33.3%)で あ っ た。 セ ミナ ー の 内容 ・講 師 の

教 え 方 は 「よか った」 「ど ち らか とい え ば よか った」18

名(100%)で あ り、 「説 明 や 例 え が とて も分 か りや す い

講 義 だ った 」 「研 究 に早 速 、 役 立 つ 内容 と思 った」 「資 料

が 分 か りや す か っ た」 な どの 意 見 か ら大 変 好 評 で あ る こ



とが 示 され た 。

一 方
、 セ ミナ ー の 日程 は 「適 切 で あ っ た」 「ど ち らか

と い え ば適 切 で あ っ た」17名(94.4%)で あ っ た。 「時

間 を短 く して 欲 しい。 平 日夜2回 とい うの も良 い と思 う」

の意 見 か ら開 催 日時 の 検討 が 課 題 で あ る。 また 、 設 定 さ

れ た受 講料 につ い て 「適 して い ると思 う」10名(55.6%)、

「安 い と思 う」7名(38.9%)で あ り講 義 ・演 習 内容 に

適 した 受 講料 の 検 討 も課 題 で あ る。

(3)看 護 研 究 い ろ は の 「は 」

講 師:金 子 典 代

(名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部 ・准 教 授)

日 時:平 成26年10月18日(土)、13:30～16:30

場 所:名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部 情 報 処 理 室

募集 人 数:20名

参 加 費:1,500円

参 加 者:14名

〈内 容 〉

本 セ ミナ ーで は、 実 際 にSPSSの ソ フ トウ ェア を使 用

し、 模 擬 デ ー タを 用 い た デ ー タ分 析 を 実 際 に 体 験 して も

らえ るよ うに工 夫 した。 基 礎 統 計 、単 純集 計 、2項 目の

質 的 変数 間 の 関係 を 見 る分 析 、量 的 変 数 間 の 関 係 を 見 る

分 析 に 関 す る講義 も行 った。

同 日開 催 の 「看 護 研 究 い ろ は の 『ろ』」 の 続 編 とな る

よ うな 内容 と した。 対 象者 の デ ー タ分析 経 験 は様 々 で あ

る こ とが考 え られ た た め、 色 々 な レベ ル に対 応 で き るよ

うに 内容 を工 夫 した。 基 本 的 な デ ー タの種 類 や取 り扱 い

の説 明 か ら入 り、 デ ー タの 入 力 、 分析 用 の ソ フ トで あ る

SPSSの 活 用 、 分 析 結 果 の 読 み取 り、 デ ー タ分 析 の応 用

編 ま で の 大 ま か な イ メー ジが で き るよ うに 工 夫 した 。 実

際 の 質 問紙 調 査 の 実施 、 デ ー タ入 力 の シ ミュ レー シ ョ ン

が で き るよ うに デ ー タセ ッ トを準 備 し、 対 象 者 全 員 に 事

前 に配 布 した。 回 答者 の 質 問 紙 か らの エ クセ ル へ の デ ー

タ入 力 、 デ ー タの 正 確 性 の確 認 、SPSSへ の デ ー タの 移

動 、SPSSソ フ トウ ェ ア を使 用 して で き る量 的 デ ー タの

分 析 手 法 の説 明、SPSSを 使 用 す る こ とで 簡 便 に デ ー タ

分 析 が で き る こ との説 明 を 行 った。 事 前 に準 備 した模 擬

デ ー タ を用 い て、SPSSに よ り基 礎 統 計 量 の 算 出、 平 均

値 の算 出 、 群 別 の 平 均 値 の 算 出 な どを 行 った 。 また カイ

二 乗 検 定 、t検 定 な ど の説 明 も行 い、SPSSソ フ トウ ェ

アを 使 用 す る際 に は どの 数 値 を 参 考 にす べ きか 、 注 意 点

も説 明 を 行 った 。 各 自の コ ン ピュ ー タ ー ソ フ トウ ェ アへ

の 習 熟 度 を 見 な が ら個 別 対 応 しつ つ 行 った 。 デ ー タの 分

析 方 法 は多 くあ り、 ソ フ トウ ェ ア に よ り簡 便 に実 施 で き

るよ う にな って きて い るが 、 研 究 の デ ザ イ ン、 得 るデ ー

タに よ り用 い る分 析 手 法 が ま った く異 な るた め 、 研 究 計

画 の 洗 練 に時 間 を か け る必 要 が あ る こ と につ い て も解 説

した 。 後 半 は、 よ り踏 み 込 ん だ 知 識 の 習 得 を 目指 して い

る受 講 者 が い る こ と も鑑 み 、 単 変 量 解 析 の み な らず 多 変

量 解 析 につ いて も解 説 した 。

〈ア ンケ ー ト結 果 と課 題 〉

参 加 者14名 の うち 、13名 か ら回 答 が あ っ た(回 収 率

92.9%)。 参 加 者 の 概 要 は 「看 護 師 」 が10名(76.9%)、

「30歳 代 」5名(38.5%)で あ り、 セ ミナ ー 参 加 の動 機

は 「新 しい知 識 を得 る」4名(30.8%)で あ った。 セ ミ

ナ ー の 内容 ・講 師 の教 え 方 は 「よ か っ た」 「ど ち らか と

い え ば よか った 」13名(100%)で あ り、 「実 際 にパ ソ コ

ンに触 れて よか った」 「全 て を 理解 す る こ と はで きなか っ

た が 、 方 法 が あ る こ とや 、 だ いた いの 流 れ な ど は知 る こ

とが で きて よか っ た」 「分 か りや す い説 明 だ っ た」 な ど

の 意 見 か らも好 評 で あ る こ とが 示 され た 。

一 方
、 セ ミナ ー の 日程 が 「適 切 で あ っ た」 「ど ち らか

と い え ば 適 切 で あ っ た」10名(76.9%)で あ り、 「2日

間 に 分 けて も らえ る とよ か った 。 午 前 、 午 後 と も聞 こ う

と思 う とち ょ っ と大 変 だ った 」 の 意 見 か ら開 催 日時 の 検

討 が課 題 で あ る。 ま た 、 設 定 され た 受 講 料 につ い て 「適

して い る と思 う」 は5名(38.5%)、 「安 い と思 う」6名

(46.2%)で あ り演 習 を 含 め た セ ミナ ー の受 講 料 の検 討

も課 題 で あ る。

【看護実践セミナー】

(1)敗 血 症 性 シ ョ ック とARDS

－病 態理 解 か ら治 療 戦 略 ま で －

講 師:薊 隆 文(名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部 ・教 授)

日 時:平 成26年10月3日 ・10月17日 ・10月31日(金)、

18:30～20:30

場 所:名 古 屋 市 立 大 学 看 護 学 部410講 義 室

募 集 人 数:20名

参 加 費:3,000円

参 加 者:10月3日(金)8名 、10月17日(金)9名 、

10月31日(金)10名

〈内 容 〉

① 敗 血 症 と は?免 疫 ・炎 症 ・凝 固 の 視 点 か ら

敗血 症 は、ARDS、DICな どを 引 き起 こ し、 シ ョ ッ

ク に陥 れ ば 、 腎 不 全 、 肝 機 能 障 害 も伴 う多 臓 器 不 全

へ とつ な が るが 、 そ の 原 因 は多 岐 にわ た り、 病 態 も

複 雑 で あ る。 こ の 回 で は、 敗 血 症 が 感 染 に よ る

SIRS(全 身 性 炎 症 反 応 症 候 群)で あ る こ と、SIRS

は炎 症 か ら引 き起 こ され る こ と、 そ して 、 炎 症 が 、

免 疫 反 応 、 凝 固 反 応 と と も に生 体 へ の 様 々 な 侵 襲 か

ら引 き起 こ され る こ とを 概 説 した 。

② シ ョ ックの 病 態 と呼 吸 不 全 の 病 態

敗血 症 の第 一 の病 態 は、敗 血 症 性 シ ョックで あ る。



この 回 で は、 シ ョ ック と は、 組 織 酸素 代 謝 の障 害 で、

組 織 の 酸 素 需 要 に 対 して 酸 素 の 運 搬(供 給)が 不 足

して い る こ とで あ る こ とを 示 した 。 敗 血 症 性 シ ョ ッ

クが 、 他 の 原 因 に よ る シ ョ ック と どの よ う に異 な る

の か を 比 較 した 。 次 に 、 敗 血 症 か ら引 き起 こ され る

ARDSの 病 態 に つ い て は、 心 不 全 に よ る 酸 素 化 障

害 との 違 い を 示 し、 また 、 酸 素 化 障 害 の4つ の メ カ

ニ ズ ムに つ い て 概 説 した 。

③ 敗 血 症 性 シ ョ ックの 治 療 とARDSの 治 療 の考 え方

前2回 の 病 態 の 理 解 を 踏 まえ た うえ で 、 シ ョ ック

と呼 吸 不 全 の 治 療 戦 略 につ い て 述 べ た 。 シ ョ ックで

は、 酸 素 の 運 搬 を 改 善 ・維 持 す るた め に は、 戦 略 と

して 、 肺 で の 酸 素 化 能 ・心 臓 の 運 搬 能 ・そ して 酸 素

の 担 体 と して のHbの3つ が 重 要 で あ る こ とを 説 明

した。ARDSの 呼 吸 管 理 で は、 肺 保 護 戦 略 と 呼 ば

れ る、1回 換 気 量 を 少 な く し、 過 度 の 圧 を 避 け、 一

方 で は、 高 いPEEPを 利 用 して 肺 胞 を 開 き続 け る

こ との 重 要 性 を 説 いた 。 肺 保 護 戦 略 を 踏 襲 す る具 体

的 な 人 工 呼 吸 もモ ー ドと して 、 な るべ く自発 呼 吸 に

近 い、APRVやBIPAPの 有 用 性 を示 した。

〈ア ンケ ー ト結 果 と課 題>

3回 目の 参 加 者10名 全 員 か ら回 答 が あ った(回 収 率10

0%)。 参 加 者 の 概 要 は 「看 護 師」 が10名(100%)、 「20

歳 代 」5名(50.0%)で あ り、 セ ミナ ー参 加 の 動 機 は

「自分 の看 護 の レベ ル ・ア ッ プ」8名(80.0%)で あ っ

た 。 セ ミナ ー の 内容 ・講 師 の教 え方 は 「よ か った 」 「ど

ち らか と いえ ば よか った 」10名(100%)で あ り、 「説 明

が 多 くあ って 、 と て も勉 強 に な った 」 「1人 で勉 強 を し

て 学 ぶ に は、 難 しい テ ー マだ った の で 、 この よ うな 学 ぶ

機 会 が あ って 良 か った 」 な どの 意 見 か らも好 評 で あ る こ

とが 示 され た 。

一 方
、 セ ミナ ー の 日程 が 「適 切 で あ っ た」 「ど ち らか

と い え ば 適 切 で あ っ た」9名(90.0%)で あ り、 「仕 事

の 勤 務 調 整 の こ とを 考 え る と1日 に ま とめ て い た だ い た

方 が 、 参 加 しや す い 」 とい う意 見 が あ げ られ 開 催 日時 の

検 討 が 課 題 で あ る。 ま た 、 設 定 され た 受 講 料 につ い て

「適 して い る と思 う」 は4名(40.0%)、 「安 い と思 う」

6名(60.0%)で あ り受 講 料 の検 討 も課 題 で あ る。

(2)患者急変対応 「何か変、と思ったとき…」

講 師:清 水真名美

(名古屋市立大学病院・救急看護認定看護師)

加藤 紀子(同 ・救急看護認定看護師)

石井 房世(同 ・集中ケア認定看護師)

寺澤 涼子(同 ・小児救急看護認定看護師)

口 時:平 成26年11月15日(土)、9:30～16:30

場 所:名 古屋市立大学看護学部 病院西棟

講義室A、 演習室A・E・F・G

募集人数:20名

参 加 費:3,000円

参 加 者:17名

〈内 容〉

このセ ミナーは患者急変に気付き、医師などに報告す

ることができることを目的とした。患者急変対応コース

for Nursesガ イ ドブックによれば 「急変 とは、予測を

超えた状態の変化をいい、その程度は観察者の予測範囲

によって異なる。一般 にはその変化の方向性は、病態

(症状)の 悪化を意味 し、何 らかの医療処置を必要 とす

る場合を表現 している」と定義されている。私たち看護

師が急変を見逃さないようにするためには患者の病態変

化に気付き、急変対応の必要性を判断する。そ して、医

師などに迅速かつ適切に報告する能力が必要となる。

しか し、急変はいつ起こるか分か らないため、常日頃

か ら急変に備えて観察する能力が必要となる。そのため

に患者と接する時にはいつも第一印象の観察を心がける

ことが必要となる。第一印象とは 「最初に出会った数秒

間で、外見全体を視覚と聴覚を使って、アセスメントす

る」ことである。そこで必要なことはアセスメントの結

果、「死に結びつ く可能性のある危険な兆候」があるの

かどうかを判断することである。その結果、心肺停止状



態 と判 断 した 場 合 は、BLSを 実 施 す る。 心 肺 停 止 状 態

にな って い な い が 、 危 険 な 兆 候 が あ る と判 断 した 場 合 、

ナ ース コ ール で 応 援 要 請 を 行 いな が ら、 さ らに詳 し く患

者 の 状 態 を 把 握 す るた め に一 次 評 価 を 行 って い く。 一 次

評価 で は簡 単 な器 具(血 圧 計 ・モ ニ タ ・SpO2)と 触 診 ・

聴 診 で 、 命 を支 え る 「A:気 道 」 「B:呼 吸 」 「C:循 環 」

「D:意 識 」 「E:外 表 」 に 問 題 が な い か 素 早 く観 察 を 行

う。 す な わ ち 、 心 停 止 に どの 程 度 近 づ い て い るか を 判 断

す る た め に 「A・B・C・D・E」 の 視 点 で 評 価 す るの で

あ る。

そ して 、患者 の状 態 を観察 しなが ら、患 者 に何 が起 こっ

て い る の か ア セ ス メ ン トを行 い、SBARを 用 い た報 告

を 医 師 な ど に行 う。

これ らの 方 法 を 知 り、 実 践 で き る よ う にな るた め に、

まず 観 察 の ポイ ン トや 観 察 方 法 を 講 義 で 知 った 後 、 机 上

シ ミュ レー シ ョ ンを 行 って 、 講 義 で 聞 いた 内 容 の 理 解 を

深 め て も らった 。 そ して 、 人 形 を 使 用 し、 実 際 に行 動 し

て 、 学 ん だ 内 容 を 実 践 して も らう と い う段 階 を 経 て 学 習

す るセ ミナ ー と した 。

〈ア ンケ ー ト結 果 と課 題 〉

参 加 者17名 全 員 か ら回 答 が あ った(回 収 率100%)。 参

加 者 の概 要 は 「看 護 師 」 が17名(100%)、 「20歳代 」11

名(64.7%)で あ り、 セ ミナ ー参 加 の動 機 は 「自分 の 看

護 の レベ ル ・ア ップ」17名(100%)で あ っ た。 セ ミナ ー

の 内 容 ・講 師 の 教 え方 は 「よか った 」 「ど ち らか とい え

ば よ か った 」17名(100%)で あ り、 「シ ミュ レー シ ョ ン

を行 う事 で 、 何度 も体 験 で き意 識 付 けが しや す くな った」

「急 変 対 応 の こ とだ けで な く、 急 変 前 の 観 察 の必 要 性 も

わ か って よ か っ た」 「根 拠 を 付 け て、 丁 寧 に指 導 して い

た だ け、 とて も理 解 で きた 」 な どの 意 見 か らも大 変 好 評

で あ る こ とが 示 され た 。

一 方
、 今 回 セ ミナ ーの 希 望 者 が 多 数 あ り、 受 講 者 を 抽

選 で 決 定 した 。 そ の た め 、 「20名 しか受 講 で きず 希 望 が

通 らな か った ス タ ッフが い る。 何 回 か 同 じ講 義 を 行 って

い た だ きた い 」 とい う意 見 が 述 べ られ 、 募 集 人 数 や 開 催

回 数 の 検 討 が 課 題 で あ る。 また 、 設 定 され た 受 講 料 につ

い て 「適 して い る と思 う」 は12名(70.6%)、 「安 い と思

う」5名(29.4%)で あ り演 習 を含 め た セ ミナ ー の受 講

料 の 検 討 も課 題 で あ る。

(3)チーム医療の質と患者安全を向上させるノンテクニ

カルスキル

講 師:金 子さゆり

(名古屋市立大学看護学部 ・准教授)

日 時:平 成26年12月20日(土)、9:30～16:30

場 所:名 古屋市立大学看護学部402講 義室

募集人数:20名

参 加 費:3,000円

参 加 者:12名

〈内 容 〉

近 年 、 医 療 現 場 で は"ノ ンテ ク ニ カル スキ ル"を 身 に

付 け る こ と に よ って 、 臨 床 を 実 践 す るた め の 知 識 や 技 能

で あ る"テ クニ カル スキ ル"を 補 完 し、 臨 床 現 場 にお け

る ヒュ ーマ ンエ ラ ーの 回 避 や チ ー ムパ フ ォ ー マ ンスの 向

上 が 期 待 され て い る。 本 セ ミナ ーで は、 チ ー ム医 療 に必

要 とさ れ る ノ ンテ クニ カ ル スキ ル(お もに チ ー ム ワ ー ク、

リー ダ ー シ ップ 、 状 況 モ ニ タ リ ング、 相 互 支 援 、 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン)に つ いて 講 義 だ けで な く演 習 を 交 え なが

ら理 解 を 深 め た 。

まず 初 め に、 ノ ンテ ク ニ カル ス キル の 概 要 を 説 明 し、

DVDを み な が ら医 療 安 全 の 推 進 の た め に は必 要 不 可 欠

な ス キ ル で あ る こ と を 実 感 して も ら っ た 。 そ して 、

AHRQ(Agency for Healthcare Research and 

Quality)が 開 発 し たTeamSTEPPSを 概 説 し、 この フ

レー ム ワ ー ク に沿 って 、 途 中 ゲ ー ムな どを 取 り入 れ な が

ら、 チ ー ム ワ ー ク、 リー ダ ー シ ップ、 状況 モ ニ タ リン グ、

相 互 支 援 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの 順 で 進 め て い っ た。

「チ ー ム ワ ー ク」 で は、 与 え られ た タス ク に対 し条 件 が

制 限 され るほ ど リー ダー シ ップ、状 況 観察 、 コ ミュニ ケ ー

シ ョ ンの 重 要 性 が 増 す こ とを 実 体 験 を 通 して 理 解 して も

らった 。 また 、 グル ープ とチ ー ムの 違 い 、 チ ー ム と して

機 能 す るた め に必 要 な 事 な ど、 分 か って い る よ うで 案 外

誤 解 して い る部 分 に つ い て も概 説 した 。 「リー ダ ー シ ッ

プ 」 で は、 リー ダ ー とマ ネ ー ジ ャ ーの 違 い、 リー ダ ーの

責 務 、 リー ダ ー シ ップ の 発 揮 方 法(ブ リー フ ィ ング:ブ

リー フ ・ハ ドル ・デ フ リー フ)に つ い て 概 説 し、 緊 急 入

院 の 受 け入 れ の 場 面 を 想 定 して 各 グル ープ で ブ リー フ ィ

ングを 実 演 して も らった 。

午 後 か らは、 また1つ ゲ ー ムを 行 い 、 チ ー ム ワ ー ク に

は メ ンタル モ デ ル の 共 有 が 重 要 で あ る こ とを 確 認 した 。

そ して 「状 況 モ ニ タ リ ング」 や 「コ ミュニ ケ ー シ ョ ン」

で は、 観 察 した 情 報 を い か に正 し く認 知 し、 理 解 す る こ



とが で き るか 、 そ して 正 し く伝 達 す る こ とが で き るか に

つ い て 、 ヒュー マ ンフ ァ ク ター の 観 点 か ら具 体 例 を 示 し

な が ら説 明 した 。 さ らに 、 対 立 を 解 決 す るた め の 方 法 や

バ ック ア ップ方 法 な ど 「相互 支 援 」 につ い て も概 説 した。

最 後 に 、 今 回 の学 び を 今 後 に 生 か す た め の 方 策 につ い て

デ ィス カ ッ シ ョ ンを 行 った 。

〈ア ンケ ー ト結 果 と課 題 〉

参 加 者12名 の うち 、11名 か ら回 答 が あ っ た(回 収 率

91.7%)。 参 加 者 の概 要 は 「看 護 師」 が11名(100%)、

「30歳代 」 「20歳代 」 「40歳代 」 が各3名(27.3%)で あ り、

セ ミナ ー参 加 の 動 機 は 「自分 の 看 護 の レベ ル ・ア ップ 」

8名(72.7%)で あ った 。 セ ミナ ー の 内容 ・講 師 の 教 え

方 は 「よ か っ た 」 「ど ち らか と い え ば よ か っ た」11名

(100%)で あ り、 「自分 の職 場 の状 況 を 考 え な が ら受 講

で き た。 す ぐに職 場 で 活 用 で きそ う」 「チ ー ム ス タ ッフ

で 集 ま る時 間 を 作 って み よ う と思 った 」 な どの 意 見 か ら

も好 評 で あ る こ とが示 され た。 加 えて 、 セ ミナ ーの 日程 、

受 講 料 につ い て も 「適 切 で あ った 」 が9割 以 上 で あ り、

課 題 は特 にな か った 。

2.な ごや看護生涯学習公開講演会

担当:金 子さゆり、市川誠一、山田礼子

「なごや看護生涯学習公開講演会」は、地域の保健医

療職者が求めている知識、情報、話題などを提供 し、結

果として市民の皆様に提供する医療の質向上に貢献する

ことを目的としている。その時々の医療情勢をふまえて

テーマを選定 し、その分野で活躍中の講師を招聘 し、毎

年1回 開催 している。

1)事 業実施の経緯

時期 内 容

4月
4/15に 公 開 講 演 会 の 担 当 者 を 選 出 し、 テ ー マ

の提 起 を行 った。

5月
5/20に テ ー マ と講 師 の選 定 を検 討 し、 そ の後 、

講 師 との交 渉 を進 め た。

6月
スケジュールや参加者の募集方法など検討を行 っ

た。

7月

7/18に 広報な ごや10月 号への掲載依頼を行 っ

た。講師謝金 ・交通費 ・会議費 ・会議会場の申

請を行い、公文書発送の手続 きを行 った。チラ
シを作成 し、7/29に チ ラシ原稿 の最終確認を

行い、印刷1200部 を発注 した。

8月

8/1チ ラシ納品後に、名古屋市内の病院および

介護老人保健施設、愛知県内の保健所などヘチ

ラシを発送 した。募集告知は看護実践研究セン

ターホームページと全学部 ホームページで8/5

か ら開始 した。

応募の受付はFAXと メールにて行い、参加の

可否についてFAXと メールにて返信を行った。

参加申し込み状況は随時確認 した。

9月

9/9に 入試広報課ヘプレスリリースを依頼 した。

9/16に 看板 ・垂幕 の検討、 当日役割分担の検

討、講師への最終連絡文書の確認を行い、講師
への最終案内(資 料等の依頼)を 発送 した。

10月

10/16に 名 古 屋 教 育 医 療 記 者 会 と名 古 屋 市 政 記

者 ク ラ ブ に プ レス リ リー ス した。10/21に 参 加

申 し込 み状 況 、 当 日の ス ケ ジ ュー ル ・役 割 分 担 、

ア ンケ ー ト、 配 布 資 料 の最 終 確 認 を行 った。

11月

事前受付 リス トを作成、領収書発行の手続 きを

事務へ依頼、配布資料 とアンケー トの印刷を行
い、講演会当日に向けて準備を整えた.

2)事 業の実施状況

テーマ:こ れだけは知っておきたい認知症ケア

講 師:高 梨早苗(独 立行政法人国立長寿医療研究セ

ンター ・老人看護専門看護師)

日 時:平 成26年11月19日(水)18:00～19:30

場 所:名 古屋市立大学病院 中央診療棟3階 大ホー

ル

参加費:500円

参加者:182名(講 演会関係者含む)

〈内 容>

2025年 には団塊の世代が一斉に後期高齢者となり、そ

の数は約2200万 人にまで膨 らみ、何 らかの介護を要する

高齢者 も700万人に達するといわれ、なかで も認知症を

もつ高齢者の増加が予測されている。今回、看護職員の

認知症ケアの理解を深めるために、実践の場で活躍され

ている高梨氏をお迎え し、講演を していただいた。

セ ミナーでは、"認 知症"疾 患の特徴や薬物療法の理

解、"認 知症"の 気持ちの理解などが説明され、さらに、

認知症患者とのコミュニケーション方法や論理的問題へ

の対応など具体的な取り組みが紹介された。講演後には



参加者からた くさん質問があり、認知症ケアの重要性が

再確認された講演会であった。

3)参 加 者 ア ンケ ー ト結 果

参 加 者168名 の うち、157名 か ら回 答 が あ った(回 収 率

93.5%)。 参 加 者 の ほ とん ど が看 護 師(82.2%)で あ り、

病 院 の み な らず 介 護 施 設 や 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ンか らの

参 加 が み られ た 。 講 演 内 容 が 「わ か りや す か った 」 と答

え た人 は78.3%、 「今 後 の仕 事 に生 か す こ と が で き る」

と答 え た人 は95.6%で あ り、 参 加 者 の反 応 は大 変 良 か っ

た。 以下 に 参加 者 の 感 想 の 一 部 を 掲 載 す る。

・認 知 症 状 やBPSD(認 知 症 の行 動 ・心 理 症 状)の 病 態

だ けで な く、 入 院 中 の ケ ア につ い て も事 例 を 通 して 教

え て 頂 い た の で 、 す ん な り と身 に入 って きた 。 噛 み 砕

い て い た だ き とて も分 か りや す か った 。

・認 知 症 の 方 へ の 対 応 に つ い て 事 例 を 交 え て の 話 で あ っ

た ので 、明 日か らの仕 事 に活 か して い け た ら良 い と思 っ

た 。

・認 知 症 の あ る患 者 さん に 会 う こ とが 多 くな って きた と

思 って い た と こ ろ。 接 し方 や 対 応 の 仕 方 につ い て 知 識

を 深 め る こ とが で きて 良 か った 。

・も う少 しBPSDの 事 な ど聞 き た か っ た が 、 時 間 も少

な い 中 で 、 事 例 も入 れ な が らの 講 演 だ った の で 理 解 で

きた 。 まだ まだ 深 い 内 容 だ と思 った 。

・高 齢 者 の家 に家庭 訪 問 す る等 、 接 す る機 会 が よ くあ り、

そ の 中 で 認 知 症 に よ る記 憶 障 害 か 高 齢 に よ る記 憶 障 害

か 判 別 が 難 しい ケ ース が 時 折 あ る。 今 回 の 講 義 を 受 け

て 生 活 に ど う影 響 して い る の か、BPSDは ど うな の か

を よ く考 え る必 要 が あ る こ とが 分 か った 。

・病 院 全 体 で 取 り組 ん で い る テ ー マ。 正 しい知 識 を 持 っ

て ケ アを して い け る よ う ナ ー スの 力 を つ けて い きた い

と思 った 。

4)課 題

本年度の開催時期 ・時間については特別、問題はみ ら

れなかった。来年度は名古屋市立大学開学65周 年の記念

事業が予定されており、超少子高齢社会への対策に繋が

るメイ ンテーマを検討中である。後述する 「地域連携セ

ミナー」との関連も考慮 して、来年度の公開講演会のテー

マは 「高齢者」もしくは 「退院支援」をキーワー ドとし

て検討する。

3.地 域連携セ ミナー

担当:市 川誠一、金子さゆり

「地域連携セミナー」は、保健医療福祉関連職種の方々

や市民の皆様と連携 して取り組むべき社会的な問題を取

り上げている。さまざまな立場の人々が一緒に考えるこ

とで、解決の糸口や新たな方策の発見につながることを

期待 している事業である。

1)事 業実施の経緯

時期 内 容

4月
3月 よ りテ ー マ の検 討 と講 師選 定 を行 い、4/15

に セ ミナ ー 開催 日時、 講 師 、 テ ー マを決 定 した。

5月

5/7に 広報なごや7月 号へ掲載依頼を行 った。

スケジュールや参加者の募集方法など検討を重

ね、講師謝金 ・交通費の申請を行い、公文書発

送の手続きを行 った。 チラシを作成 し、5/23

にチラシ原稿の最終確認を行い、印刷1200部 を

発注 した。

6月

6/4チ ラ シ納 品後 に、 名 古 屋 市 内 の病 院 お よ び

保 育 所 ・幼 稚 園 、 愛 知 県 内 の保 健 所 な どヘ チ ラ

シを 発 送 した。 募 集 告 知 は6/6か ら看 護 実 践 研

究 セ ン ター ホ ー ム ペ ー ジ、6/10か ら全 学 部 ホ ー

ム ペ ー ジで 開 始 し、6/18に は 名 古 屋 教 育 医 療

記 者 会 、 名 古 屋 市 政 記 者 ク ラ ブに プ レス リ リー

ス を行 っ た。 応 募 の 受 付 はFAXと メ ー ル に て

行 い、 参 加 の可 否 につ い て はFAXと メ ー ル に

て返 信 を行 った。 参 加 申 し込 み状 況 を 随 時確 認

し、 当 日の ス ケ ジ ュー ル と役 割 分 担 、 ア ンケ ー

ト等 の最 終 確 認 を行 った。

7月

事前受付 リス トを作成、領収書発行の手続 きを

事務へ依頼、配布資料 とアンケー トの印刷を行
い、講演会当日に向けて準備を整えた。

2)事 業の実施状況

テーマ:地 域で見守る子育て支援社会 ～児童虐待を

な くすために～

講 師:白 石淑江(愛 知淑徳大学福祉貢献学部 ・教授)

日 時:平 成26年7月12日(土)、13:00～15:00

場 所:名 古屋市立大学 看護学部棟308講 義室

参 加 費:500円

参 加 者:63名(セ ミナー関係者含む)

〈内 容〉

児童虐待は、児童虐待防止法制定か ら十年が経過 した

にもかかわ らず、悲惨な事件が後を絶たない状況が続い

ている。虐待は子どもの生命を脅か し、その後の発育発

達に深い影を落とす。その犠牲者の半数以上は低年齢児

で、発生を予防するためには地域で見守る子育て支援 シ

ステムが不可欠とされている。今回、健全な児童の育成

のための地域社会づ くりに尽力されている白石先生をお

迎え し、講演を していただいた。

セミナーでは、児童虐待の背景として、親自身の生育

歴や健康状態、孤立や貧困などの社会問題が複雑に絡み

合っていることなどを説明され、児童虐待の発生予防に



向けた 「地域で見守る子育て支援システム」の意義、名

古屋市内での子育て支援に関わる人々が連携するための

ネ ットワーク連絡会など、地域の多様な社会資源による

実効的な取り組みが紹介された。講演後には参加者か ら

た くさんの質問やコメントがあり、児童虐待をな くすた

めに、地域にある様々な社会資源が連携 してい くことの

重要性が確認されたセ ミナーとなった。

3)参 加 者 ア ンケ ー ト結 果

参 加 者55名 の うち 、50名 か ら回 答 が あ っ た(回 収 率

90.9%)。 参 加 者 は 保 育 士 や幼 稚 園 教 諭(38.0%)、 看 護

師(14.0%)、 保 健 師(12.0%)の 順 で 多 か っ た 。 講 演

内 容 が 「わ か りや す か っ た」 と答 え た人 は98.0%、 「今

後 の 仕 事 に生 か す こ とが で き る」 と答 え た人 は96.0%で

あ り、 参 加 者 の 反 応 は大 変 良 か った 。 以 下 に参 加 者 の 感

想 の 一 部 を 掲 載 す る。

・今 年 度 よ り保 健 師 と して 働 き始 め て お り、 何 も知 らな

い 状 況 だ った の で 、 母 子 保 健 や 児 童 虐 待 の 基 本 的 な と

こ ろ につ い て 学 ぶ こ とが で きた 。

・支 援 事 業 に関 わ りな が ら、 い つ も深 刻 な ケ ー ス に はな

か なか 届 か な い こ とに 気 が か りが あ っ た が、 「す べ て

の 子 育 て の 底 上 げ」 が 、 問 題 解 決 につ な げ られ る事 が

確 認 で き、 意 義 深 く聴 か せ て いた だ いた 。

・地 域 の 子 育 て 支 援 の 具 体 的 な 方 策 を 考 え て い く上 で 良

か った 。 また 、 色 々 な 方 の 意 見 を 聞 くこ とが で き有 効

だ った 。 今 後 に活 か して い きた い。

・知 って い る こ とや 知 らな い ことな ど、様 々な ことを知 っ

た 。 また 保 育 園 以 外 の 機 関 の 意 見 や 考 え を 知 る こ とが

で きて よか った 。

・ア ッ トホ ー ムな 雰 囲 気 が 、 今 勤 め る園 の 特 色 と思 って

い るの で 、 顔 の 見 え る関 係 や ホ ッと出 来 る場 と して 、

引 き続 き、 子 育 て 支 援 の 場 を つ くって い き た い。

・周 産 期 医 療 機 関 に働 く者 と して は、 ス ク リー ニ ング項

目 は参 考 にな った 。 また 妊 娠 出 産 の は じめ に関 わ る者

と して、 退 院 後 どん な事 業 に つ な げ るか参 考 に な った。

・今 年 度 、 南 区 で は、 支 援 セ ンタ ーが 連 携 を取 り、 他 の

地 域 で 主 任 児 童 委 員 さん と協 力 して 取 り組 み は じめて

い る。 今 後 もす す めて い き た い と考 え て い る。

・保 護 者 に対 して 、 強 み に焦 点 を当 て た支 援 を こ こ ろが

けて い きた い と思 った が、保 護者 との コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンの 難 しさ も感 じて い る。 マ イ ナ ス に 目が い って しま

いが ち なの で 、 良 い所 を 見 つ け る よ う、 見 方 を変 え て

い き た い。

4)課 題

セミナーは、保健医療福祉関連職種の方々や市民の皆

様と連携 して取 り組むべき社会的な課題をテーマとし、

その分野で活躍されている方の講演で、さまざまな立場

の人々が一緒に考えることで、解決の糸口や新たな方策

の発見につながることを期待 して開催 している。参加者

が少ない現状にあり、開催案内を参加 していただきたい

方に周知 し、多くの方の参加を促す ことが課題 と言える。

これか らも社会が求めているテーマを企画 し、回を重ね

ていく中でこの課題を解決 していくことが望まれる。

4.看 護研究サポー ト

担当:安 東由佳子、山田礼子

「看護研究サポー ト」は、看護職者が個人またはグルー

プで行う看護研究に対 して、看護学部の教員がそのプロ

セスや研究成果の発表を支援することを目的としている。

臨床の場にフィー ドバ ックできる、科学的根拠に基づい

た看護研究の推進を通 して、よりよい看護の提供に貢献

することを目指 している事業である。

1)事 業実施の経緯

【平成25年 度 後期開始 看護研究サポー ト】

時期 内 容

10月
看護 研究 サポ ー ト実績 報告書 の提 出依 頼

(10/7)

【平成26年 度 前期開始 看護研究サポー ト】

5月 研 究 チ ー ム の募 集 開始(案 内 の発 送 お よ び セ ン

ター ホ ー ム ペ ー ジへ の掲 載(5/2)

研 究 チ ー ム の募 集 締 め切 り(5/23)

サ ポ ー ト教 員 の募 集 開始(5/27)

6月 サ ポ ー ト教 員 の募 集 締 め切 り(6/3)

委員から教員への個別依頼(教 員からの応募が

なかったため)(6/4)

研 究 サ ポ ー ト開始(6/9)

9月 サポー ト状況の途中経過把握

3月 看護研究サポー ト実績報告書の提出依頼



【平成26年 度 後期開始 看護研究サポー ト】

時期 内 容

10月

研 究 チ ー ム の募 集 開 始(10/14)

(「看 護 研 究 『い 』 『ろ』 『は』」 の終 了 後 に、 受

講 生 へ ご案 内 の ア ナ ウ ンス お よ び セ ン ター ホ ー

ム ペ ー ジへ の掲 載)

11月 研 究 チ ー ム の募 集 締 め切 り(11/4)

サ ポ ー ト教 員 の募 集 開 始(11/5)

サ ポ ー ト教 員 の募 集 締 め切 り(11/11)

教員か らの応募がなかったテーマは、教員へ個

別依頼

3月

研 究 サ ポ ー ト開 始(11/18)

サポー ト状況の途中経過把握

2)事 業の実施状況

今年度サポー トした研究は、全部で7件 であった(平

成25年 度後期開始;3件 、平成26年 度前期開始;新 規1

件、継続1件 、平成26年 度後期開始;新 規2件)。 平成

26年度に応募したチーム全てを対象とすることができた。

7件 中、名古屋市立大学病院所属が3件 であり、4件 が

外部の病院であった。研究テーマは、クリティカルケア

領域が3件 、母性領域、慢性領域、基礎領域、小児領域

が各々1件 であり、専門領域あるいはテーマを指導可能

な教員がサポートを担当 した。

研究サポート内容は、研究計画書や質問紙の作成、倫

理審査提出のための準備、データ分析方法、学会発表の

ための研究結果のまとめ方などが中心であった。「平成

25年度 後期開始」の研究チーム3件 中1件 が院内での

発表を行うことができた。また、外部病院の1件 につい

ては、教員との連絡が滞りがちであり、最終的な実績報

告書の提出もないまま、 サポー ト期間終了となった。

「平成26年度 前期開始」の2件 中1件 は解析まで終了し、

年度末の院内看護研究発表に向けて、現在、抄録準備中

である。

費用については、昨年と同様、受講料として1万 円を

徴収 した。

また、ここ数年、研究サポートの希望が少な くなって

いる。これは、他大学でも研究サポート事業に取り組ん

でいること、修士修了以上のスタッフが増え、院内でも

研究サポー トが可能になっていることなどが考え られる。

3)参 加 者 ア ンケ ー ト結 果

研 究 チ ー ムお よ び サ ポ ー ト教 員 の 実 績 報 告 書 か らは、

どの チ ー ム も トラ ブル な く、 無 事 にサ ポ ー ト出 来 た こ と

が 伺 わ れ た 。 研 究 チ ー ムか らの 改 善 ・要 望 の 申 し出 はな

く、 サ ポー ト教 員 か ら は、 例 年 と同 じ く 「研 究 チ ー ムか

らの 連 絡 が 長 期 間 途 絶 え る」 とい う意 見 が あ った 。 以 下

に研 究 チ ー ムか らの ア ンケ ー ト結 果 を 一 部 掲 載 す る。

・計 画 の 段 階 か ら十 分 な 相 談 にの って いた だ いた 。 進 め

方 に は、 私 ど もの 自主 性 を 尊 重 して くだ さ り、 自分 た

ち で 答 え を 導 き出 せ る よ う見 守 って くだ さ った の で 、

達 成 感 を 感 じる こ とが で きた 。

・研 究 を す る にあ た り、 自分 の 考 え が 足 りず 、 浅 い こ と

が よ くわ か った 。 今 後 も研 究 を 続 け られ る よ う に努 力

して きた い と思 う。

4)課 題

研究チームの応募数を確保できるよう、応募チラシの

配布先拡大などを検討 していく必要がある。

III今 後 の課題

本年度の看護実践研究センターの事業実績を概観 して、

それ らの成果を総括するとともに、本セ ンターの新たな

課題を述べる。

1.社 会貢献事業の成果 と課題

本年度のセ ミナーや講演会の実施件数、参加者数は、

ともに昨年度実績を上回 り、参加者アンケー トの結果も、

すべての事業において肯定的な評価を得ることができた。

これ らの理由の一つは 「なごや看護生涯学習セミナー」

の実施テーマの増加と充実である。看護研究セミナーに

おいては、昨年度までの実績と参加者アンケー トの結果

を考慮 して、SPSSに よる統計分析を中心 とするセ ミナー

を実施 した。また、看護実践セミナーにおいては、初め

て医療安全をテーマとするセミナーを実施 した。常に緊

張を強いられる臨床現場では安全な医療 ・看護の提供が

基本であり、自分の看護の レベル ・アップのために参加

した看護師が多かった。また、昨年度、演習を多 く取 り

入れて好評であった患者急変対応セミナーを本年度 も実

施 したところ、募集人数以上の応募があり、受講者の決

定に抽選を必要とした。今回は、大学病院看護部の4名

の認定看護師が講師を務め、実習室の備品を使用 して シ

ナリオに基づ くシミュレーション教育を行った。看護研

究セ ミナーも看護実践セ ミナーも、臨床看護師のニーズ

に合致 したテーマと方法であったと評価できる。

もう一つの理由は、市民と保健医療福祉関連職種、双

方の関心の高いテーマを選んだことだと考える。「なご

や看護生涯学習公開講演会」の認知症、「地域連携セ ミ

ナー」の児童虐待、いずれも現代社会の大きな問題であ

るとともに、身近な問題でもある。今回はそれぞれのテー

マに相応しい外部講師を招聘し、現実に即 した講演となっ

た。講演後は、講師と参加者間での意見交換 もできた。

参加者が自分の問題であると感 じ、その問題解決のため



の糸口を発見できるようなテーマと内容であったと評価

できる。

また、セ ミナーや講演会の参加者アンケートの結果で

は、開催日時と受講料に対する意見が目立った。まず、

開催日時について 「なごや看護生涯学習セ ミナー」は、

平日18時30分 ～20時30分 と土曜日9時30分 ～16時30分 の

2つ のパター ンで実施 している。いずれのパターンに対

しても反対の意見が出るため、セ ミナーの内容と学修効

果を考えて設定するしかないだろう。受講料に対 しては、

「適切」または 「安い」 という意見が多かった。特に演

習を取り入れる場合は、演習の補助者が必要である。こ

れまではセ ミナーの開催時間を基準として受講料を設定

していたが、今後は、セ ミナーの実施方法も加味 して受

講料を設定 したい。なお、本セ ンターの本年度の事業収

支は、若干であるが、収入よりも支出が多 くなると見込

まれる。事業収支もふまえて、受講料を検討する必要が

ある。
一方、看護研究サポートは、例年と同様に、教員との

連絡が途絶える研究チームはあったが、アンケー ト結果

からは、サポー ト自体は充実していたと言える。懸念 は、

研究サポートへの応募者の減少である。これまでは、研

究の基礎的知識のある者を対象とするため、募集の範囲

を本セ ンターが実施する看護研究セ ミナー受講者に限定

していた。 しかし、研究の基礎的知識を学ぶ機会は多く、

研究方法をわかりやす く解説 している書籍も出版されて

いる。そのため、研究サポートの応募条件を見直 し、募

集方法を検討する必要がある。

2.看 護実践研究セ ンターの新たな課題

最初に述べたように 『名古屋市立大学憲章』 および

『名市大未来プラン』において、社会貢献の推進が謳わ

れている。特に 『名市大未来プラン』には、未来像と課

題、進め方が示されており、そこか ら本セ ンターの新た

な課題とすべき主な事項を抜粋 した。

最も大 きな課題は、「看護実践研究センターを中心 と

する学際的研究の推進」である。大学の社会貢献活動の

源は研究や教育の成果であり、それを広 く社会に発信す

ることが社会貢献となる。看護学部は、他の部局に比べ

て産学官共同研究が少な く、現時点では、人々の生活や

健康に寄与する学際的な共同研究を推進することは難 し

い。 したがって、未来像を実現させるためには、学際的

研究の経験豊富なセ ンター専従教員の確保が不可欠であ

る。

また、「全学的な社会貢献の推進」「地域に開かれた大

学」については、現在の事業の継続と拡充を図ることで

未来像の実現につなげたい。また、その実績を市民の方々

に広 く認識 していただ くためには、ホームページの充実

に加 え て 、 広 報 用 の パ ンフ レ ッ トや リー フ レ ッ トを 作 成

した い。

(参 考:名 市 大 未 来 プ ラ ンよ り抜 粋)

名市大未来プランIII研 究

(5)看護実践研究センターを中心 とする学際的研究の

推進

未来像

看護実践研究センターが中心 となり、人々の

生活や健康に寄与する学際的な共同研究を推

進 します。

課 題

・センター専従の教員を確保することが必要

です。
・社会連携センターとの協働の方法を検討す

ることが必要です。

名市大未来プランIV社 会貢献

(1)全学的な社会貢献の推進

未来像

社会連携センターを中心に、産学官連携およ

び地域を志向する教育 ・研究による地域連携

を図 り、全学的に社会貢献活動を推進します。

課 題

・全学的に社会貢献を推進するため、社会連

携センターと各研究科 ・学部 との連携を一

層強化することが必要です。
・社会貢献が大学の使命の一つとして求めら

れていることについて、全学的な意識の共

有や気運の醸成を図ることが必要です。
・本学の社会貢献活動の実績を、市民等に広

く認識 してもらうことが必要です。

(8)地域に開かれた大学

未来像

大学施設を市民に開放するほか、幅広い世代

の市民に生涯学習機会を提供するなど、「地域

に開かれた大学」として社会貢献に努めます。

課 題

・本学の不動産について、その本来の用途お

よび目的を妨げない限度において、適正か

つ効率的な運用を図ることが必要です。
・一般市民から専門職業人まで多様な生涯学

習のニーズに対応 したテーマを設定するこ

とが必要です。
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